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水分が爆発的に高温 となるため,組 織が気化 し,
蒸散する。この特性により,かつて炭酸 ガスレー
ザーはもっぱら小腫瘍の切除や粘膜疾患の蒸散に
用い られてきた1～3)。近年では,従 来の炭酸 ガス
レーザーでは重大な問題となっていた,レ ーザー
照射野周囲の熱損傷 を極力抑 えた,ス ーパーパル






























実験 動物 と して7週 齢体 重200～250g雄性
Wistarラット(日本クレア社,東 京)を 用いた。
動物の取 り扱いは,奥 羽大学動物実験規定に従っ
た。50mg/kgのペ ン トバル ビタール ナ トリウム
(ソムノペンチル,三 共製薬社,東 京)腹 腔内投




電器産業(株),大 阪)を 使用 した。照射条件 は




る様 にし,30秒間行 った。 この条件下でのレー
ザー光 は,defocusbeamとして コンタク トチ ッ
プ内径の範囲 を照射 し,仕 様上の照射面エネル
ギー密度 は17.35J/mm2となる。比較のため,滅
菌 済み外科 用メス によって照射相 当部 を長 さ
1.5mm,幅1.5mmになるように骨面 までの軟組
織 を切除 した。切除後,滅 菌ガーゼにより圧迫止
血 を行った。
2.標 本 作 製
照射1,3,5,7日後,麻 酔下 にて口蓋粘膜 を
口蓋骨と一塊 として採取後,直 ちに4%リ ン酸緩
衝パラホルムアルデ ヒ ドにて固定 した。固定後,
採取試料は10日間10%EDTA溶液 にて脱灰を し
た後,パ ラフ ィンに包埋 し,厚 さ4μmの 連続
切片 を作成 した。 ヘマ トキ シ リン ・エ オ ジン




図1ラ ッ トロ蓋 。 レーザ ー 照射 部 位 を示 す。
表1使 用抗体
免疫組織 化学 では表1に 示 した一次抗 体 を用 い,
Labeled-streptavidinbiotin(LASB法)で行 っ
た。抗 α平滑 筋 ア クチ ン(以 下 α一SMA)抗 体 は
血 管 平 滑 筋 の マ ー カ ー と し て,抗von-
Willebrandfactor(以下vWF)抗 体 は,血 管 内
皮 細胞 の同定 と血漿成 分の検 出の ため用いた。 キ
シ レンに よ り脱 パ ラ フ ィン を行 った の ち,vWF
のた めにProteinaseK(ダコ.ジャパ ン社,東 京)
を用 い て抗原 の賦 活 化 を行 った。切 片 を0.3%過
酸化水 素PBSに 室温 で20分浸 漬 して 内因性 ペル
オキ シダーゼ を除去 した後,抗 体 の非特異 的反応
を防止す るため に,切 片 にヤギ正常血清 を室温で
20分反 応 させ た。次 いで α-SMAに 対 す る二 次
抗体 と して ビオチ ン標 識 ヤ ギ抗 マ ウ スIgG(1:
100,CHEMICON社,USA)を 室温 で30分反応
させ,vWFに 対 しては ビオ チ ン標識 ヤギ抗 ラビ ッ
トIgG(1:100,CHEMICON社,USA)を 室
温 で10分反応 させ た。 ペ ル オ キ シ ダー ゼ標識 ス
トレプ トア ビジ ン(ニ チ レイ社,東 京)を 室温で
10分反 応 させ た後,0。02%3-3'ジア ミノベ ンチ
ジ ン ・4HCl/0.05Mトリ ス 塩 酸 緩 衝 液pH7.6
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図2炭 酸ガスレーザー凝固モード照射後の組織変化。H-E染色。
(DAB基質キ ッ ト,ニチレイ社,東 京)に て発
色 させた。核染色はヘマ トキシリンで行った。一




























奥 羽 大 歯 学 誌 2010
ほぼ全体が内皮細胞で覆われており,壊死層の厚








成 されてお り,切断3日 後では凝血塊が1日 後と
比べ小 さくなっていた。切断5日 後では動脈腔が
凝血塊 を吸収するように伸展 しており,伸展 した
動脈腔 は内皮細胞で裏装 されていた。切断後7日












照射後1,3日 の レーザー創 においては,動 脈
壁 における α一SMA染色陽性反応 は認め られ な
かった。この時点の境界部領域では種々の程度の
陽性反応が見られた。照射5,7日 後の レーザー
創 では壊 死筋層外側 に存在 す る紡錘形細胞 に














日から7日 までの期間,動 脈壁に壊死が観察 され
たが,動 脈壁の断裂や動脈内腔の閉塞はともに認
められなかった。照射後7日 で,壊 死に陥った動
脈の内面 を覆 うvWF陽性の内皮細胞が観察 され,
照射5,7日 後ではレーザー創内の動脈壁筋層の
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図4von-Willebrandfactor免疫 染 色 。
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外側で紡錘形細胞の層状配列が見 られ,そ れ ら細
胞 はα-SMA陽性を示 していた。
今回の研究 と同様 に,凝 固モー ドレーザーを
ラット臼歯部口蓋側歯肉に照射 し,そ の後の組織












持 されていたと思われ る。岡田6)は実験 的に切断
したイヌ頸動脈の外科的吻合 を,炭 酸ガスレー
ザーを用いて行った後,吻 合部の耐圧試験 を施行





























状配列が見られた。これ ら細胞 は,将 来,血 管の
筋層をなす平滑筋細胞の前駆細胞である可能性が
考 えられ る。 また,そ れ らα-SMA陽性細胞 は,
壊死筋層 を器質化す る肉芽組織 を構成する筋線維
芽細胞である可能性 も推察 される。ラッ ト大腿動
脈の吻合後治癒過程 を記載 した報告8)では,吻 合
部筋層では硝子様変性が生 じたのちに,周 囲の平
滑筋細胞が変性部に侵入 して,筋 層の再生がなさ
れ ると記載 されている。一方,血 管平滑筋細胞は
血管平滑筋周囲の中胚葉性間葉細胞 に由来すると
い う論文9)もある。 これ らの事項 を考慮 しつつ,
今後,レ ーザー照射で生 じた動脈壁壊死巣が治癒
していく過程を詳細に観察 し,動脈壁筋層を再構
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